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吉
田
兼
倶
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
注
釈
に
お
け
る
神
典
観
と

⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞

間

枝

遼
太
郎

一

は
じ
め
に

⽝
古
事
記
⽞⽝
日
本
書
紀
⽞
受
容
史
、
あ
る
い
は
神
道
史
の
一
齣
と
し
て
、
吉

田
神
道
の
大
成
者
・
吉
田
兼
倶
が
⽝
古
事
記
⽞⽝
日
本
書
紀
⽞⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞

の
三
書
を
〈
三
部
本
書
〉
と
呼
称
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
兼
倶
は
こ

れ
ら
三
書
全
て
を
同
程
度
に
重
視
し
て
扱
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
夙
に
指

摘
さ
れ
る
よ
う
に
（
⚑
）、⽝
日
本
書
紀
⽞（
神
代
巻
）
を
最
上
の
書
と
し
、
他
の
二
書

は
そ
れ
と
比
較
し
て
一
段
劣
る
も
の
と
す
る
の
が
兼
倶
の
認
識
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。

た
だ
、
兼
倶
に
お
け
る
そ
う
し
た
三
書
の
位
置
付
け
自
体
は
、
兼
倶
の
⽝
日

本
書
紀
⽞注
釈
の
集
大
成
で
あ
る⽝
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⼩
（
⚒
）（
以
下⽝
神
代
巻
抄
⽞）

冒
頭
の
⽛
此
二
書
ニ
添
二
神
書
一
、
以
為
二
三
部
本
書
一
也
、
旧
事
・
古
事
ノ
二
書

ニ
ハ
、加
二
編
者
之
語ヲ
一
穿
鑿
ス
ル
ゾ
、此
書
ハ
唯
述
二
神
語
一
、不
レ
加
二
私
語
一
、

以
故
為
二
最
上
一
ゾ
（
⚓
）⽜（
九
七
・
九
八
頁
）
な
ど
を
参
照
す
る
形
で
よ
く
言
及
さ

れ
て
き
た
も
の
の
、⽝
日
本
書
紀
⽞
以
外
の
二
書
が
兼
倶
の
活
動
の
中
で
実
際
に

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
か
、
そ
の
具
体
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
兼
倶
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
た
右
の
よ
う

な
規
定
だ
け
で
は
、
兼
倶
に
お
け
る
三
書
の
あ
り
方
を
見
る
に
は
不
十
分
な
点

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
利
用
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、〈
三
部
本
書
〉
と
括
ら
れ
た
神
典
の
兼
倶
に
お
け
る
実
像
を
正
確
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
三
書
の
受
容
史
を
考
え
る
上
で

も
重
要
な
こ
と
と
言
え
る
。

⽝
古
事
記
⽞
に
関
し
て
は
近
年
、
新
井
大
祐
氏
に
よ
っ
て
兼
倶
に
お
け
る
利
用

の
仕
方
が
整
理
さ
れ
、
結
果
と
し
て
積
極
的
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
（
⚔
）、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、

⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞（
以
下
⽝
旧
事
本
紀
⽞）
の
位
置
付
け
お
よ
び
利
用
の
実
態
で

あ
る
。⽝
旧
事
本
紀
⽞
は
九
世
紀
頃
成
立
の
文
献
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
後
早
い

段
階
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
、
聖
徳
太
子
の
編
纂
し
た
日
本
最
古
の
史
書
・
神

典
と
し
て
信
じ
ら
れ
利
用
さ
れ
た
と
い
う
特
徴
を
持
ち
（
⚕
）、
近
年
は
そ
の
受
容
に
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注
目
し
た
研
究
も
進
み
つ
つ
あ
る
（
⚖
）。
ま
た
、
徳
川
光
圀
が
応
仁
の
乱
以
降
に
卜

部
氏
の
作
っ
た
偽
書
で
は
な
い
か
と
言
い
、
多
田
義
俊
が
や
は
り
卜
部
氏
に
よ

る
偽
書
だ
と
主
張
し
た
よ
う
に
（
⚗
）、⽝
旧
事
本
紀
⽞
は
卜
部
氏
・
吉
田
家
と
深
い
関

わ
り
が
あ
る
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
文
献
で
も
あ
っ
た
。
本
稿

で
は
、
特
に
中
世
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
注
釈
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
⽝
神

代
巻
抄
⽞
を
中
心
と
す
る
兼
倶
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
講
義
の
聞
書
類
の
具
体
的
な

注
釈
の
記
述
か
ら
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
兼
倶
に
お
け
る
利
用
の
あ
り
方
と
位
置
付

け
を
明
ら
か
に
し
、
兼
倶
の
神
典
観
、
そ
し
て
神
典
の
受
容
史
を
従
来
と
は
異

な
る
角
度
か
ら
照
射
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

二

兼
倶
に
至
る
ま
で
の
三
書
の
位
置
付
け

兼
倶
の
注
釈
を
見
る
前
に
、
ま
ず
兼
倶
に
至
る
ま
で
の
⽝
旧
事
本
紀
⽞（
お
よ

び
そ
れ
と
関
わ
る
⽝
古
事
記
⽞⽝
日
本
書
紀
⽞）
の
位
置
付
け
の
歴
史
を
簡
単
に

確
認
し
て
お
き
た
い
。
三
書
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
久
保
田
収
氏
（
⚘
）

な
ど
の
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
、
ま
た
近
年
で
は
門
屋
温
氏
（
⚙
）が
⽝
旧
事
本
紀
⽞

の
受
容
史
に
着
目
す
る
観
点
か
ら
、
ま
た
新
井
大
祐
氏
（
10
）が
⽝
古
事
記
⽞
お
よ
び

〈
三
部
書
〉
言
説
の
歴
史
的
展
開
を
追
う
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
い
る
。

本
節
で
は
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
改
め
て
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
中

心
に
三
書
の
位
置
付
け
を
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
存
在
に
触
れ
た
初
期
の
ま
と
ま
っ
た
記
述
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
る
の
は
、
十
世
紀
、
承
平
度
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
講
書
の
記
録
で
あ
る
⽝
日

本
書
紀
私
記
（
丁
本
）⽞（
以
下
⽝
私
記
丁
本
⽞）
の
、
以
下
に
掲
げ
る
文
で
あ
る
。

問
。
本
朝
之
史
、
以
二
何
書
一
為
レ
始
乎
。

師
説
、
先
師
之
説
、
以
二
古
事
記
一
為
レ
始
。
而
今
案
、
上
宮
太
子
所
レ
撰
先

代
旧
事
本
紀
十
巻
、
是
可
レ
謂
二
史
書
之
始
一
。
何
者
、
古
事
記
者
、
誠
雖
三

注
二
載
古
語
一
、
文
例
不
レ
似
二
史
書
一
。
即
其
序
云
、
上
古
之
時
、
言
意
並

朴
、
敷
レ
文
構
レ
句
、
於
レ
字
即
難
。
已
因
レ
訓
述
者
、
詞
不
レ
逮
レ
心
。
全

以
レ
音
連
者
、
事
趣
更
長
。
是
以
今
或
一
句
之
中
、
交
用
二
音
訓
一
、
或
一

事
之
内
、
全
以
レ
訓
録
。
即
辞
理
難
レ
見
、
以
レ
注
明
レ
意
、
云
々
。
如
レ
此

則
所
レ
修
之
旨
、
非
二
全
史
意
一
。
至
二
于
上
宮
太
子
之
撰
一
、
繫
二
於
年
一

繫
二
於
月
一
、
全
得
二
史
伝
之
例
一
。
然
則
以
二
先
代
旧
事
本
紀
十
巻
一
、
可
レ

謂
二
本
朝
史
書
之
始
一
。

問
。
撰
二
修
此
書
一
之
時
、
以
二
何
書
一
為
レ
本
乎
。

師
説
、
先
師
之
説
、
以
二
古
事
記
一
者
為
レ
本
。
其
時
、
又
問
云
、
若
以
二
古

事
記
一
為
レ
本
、
何
有
二
相
違
之
文
哉
一
。
先
師
又
説
云
、
古
事
記
者
、
只

以
二
立
意
一
為
レ
宗
、不
レ
労
二
文
句
之
体
一
。
仍
撰
修
之
間
、頗
有
二
改
易
一
、

云
々
。
而
今
見
二
此
書
一
、
所
レ
載
麁
文
者
、
全
是
先
代
旧
事
本
紀
之
文
也
。

注
二
一
云
一
之
処
、
多
引
二
古
事
記
之
文
一
。
況
復
上
宮
太
子
全
依
二
経
史
之

例
一
、
能
労
二
文
筆
之
体
一
。
或
神
名
用
レ
訓
之
処
、
更
不
レ
雑
レ
音
。
或
島

名
用
レ
音
之
処
、
亦
不
レ
雑
レ
訓
。
此
近
則
、
国
常
立
尊
、
殷
馭
盧
島
等
、
是

其
一
端
也
。
此
書
之
体
、
已
同
二
彼
書
一
。
況
其
所
レ
載
、
多
引
二
彼
文
一
。

然
則
、
可
レ
謂
下
以
二
先
代
旧
事
本
紀
一
為
レ
本
所
上
レ
撰
也
。
自
余
閭
門
仮

借
之
書
、
雖
レ
有
二
其
数
一
、
皆
称
二
一
書
一
、
置
二
於
注
一
。
（
11
）

こ
こ
で
は
、
ま
ず
日
本
の
史
書
の
始
め
は
ど
の
書
か
と
い
う
問
い
（⽛
本
朝
之

史
、
以
二
何
書
一
為
レ
始
乎
⽜）
に
対
し
、⽝
古
事
記
⽞
を
始
め
と
見
な
す
⽛
先
師
之

説
⽜
が
挙
げ
ら
れ
た
上
で
そ
れ
が
退
け
ら
れ
、
新
た
に
、
聖
徳
太
子
が
撰
し
た

⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
始
め
と
す
る
と
い
う
説
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
次
に
、⽝
日
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本
書
紀
⽞
の
編
纂
に
際
し
ど
の
書
が
本
と
さ
れ
た
か
と
い
う
問
い
（⽛
撰
二
修
此

書
一
之
時
、
以
二
何
書
一
為
レ
本
乎
⽜）
に
対
し
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
と
文
体
・
用
字
な

ど
の
点
で
多
く
一
致
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、⽝
日
本
書
紀
⽞
本
文
は
⽝
旧
事

本
紀
⽞
を
本
と
す
る
（
注
と
し
て
付
さ
れ
る
⽛
一
書
⽜
は
そ
れ
以
外
の
書
を
引

い
た
も
の
）、
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。

こ
の
講
書
に
お
け
る
規
定
は
、
そ
の
後
の
三
書
観
と
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
位
置

付
け
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
鎌
倉
時
代
に
お

け
る
代
表
的
な
⽝
日
本
書
紀
⽞
注
釈
書
で
あ
る
卜
部
兼
方
⽝
釈
日
本
紀
⽞
は
⽝
私

記
丁
本
⽞
の
異
本
の
文
を
多
く
引
用
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（
12
）、⽝
旧
事
本
紀
⽞

⽝
古
事
記
⽞
の
位
置
付
け
に
言
及
す
る
箇
所
で
も
、
や
は
り
右
の
⽝
私
記
丁
本
⽞

に
見
え
る
説
と
大
方
一
致
す
る
文
章
を
収
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
兼
倶
の
注
釈

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
条
兼
良
⽝
日
本
書
紀
纂
疏
⽞
に
お
い
て
も
、⽝
私

記
丁
本
⽞
の
説
を
お
お
よ
そ
継
承
し
た
認
識
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
13
）。

加
え
て
中
世
に
は
、
兼
倶
の
〈
三
部
本
書
〉
に
先
ん
じ
て
、⽝
旧
事
本
紀
⽞⽝
古

事
記
⽞⽝
日
本
書
紀
⽞
の
三
書
を
一
括
し
て
呼
称
す
る
枠
組
み
が
あ
ら
わ
れ
て
く

る
。
そ
の
現
在
確
認
さ
れ
る
中
で
最
も
早
い
例
は
、
慈
遍
⽝
天
地
神
祇
審
鎮
要

記
⽞（
元
弘
三
年（
一
三
三
三
））に
見
え
る⽛
三
部
之
書
⽜と
い
う
言
葉
で
あ
る
（
14
）。

そ
の
他
、比
叡
山
西
塔
宝
薗
院
の
貞
舜
の⽝
天
台
名
目
類
聚
鈔
⽞（
応
永
九
年（
一

四
〇
二
））
は
三
書
を
⽛
神
書
三
大
部
⽜
と
し
、
ま
た
比
叡
山
高
照
院
の
良
遍
が

応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
に
行
っ
た
⽝
日
本
書
紀
⽞
講
義
の
聞
書
⽝
日
本

書
紀
巻
第
一
聞
書
⽞
に
は
⽛
三
部
書
⽜
と
見
え
る
（
15
）。

兼
倶
の
〈
三
部
本
書
〉
言
説
は
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
登
場
し
て
き
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
兼
倶
以
前
の
展
開
の
中
で
目
立
つ
の
は
、⽝
旧
事

本
紀
⽞
の
地
位
が
比
較
的
高
く
設
定
さ
れ
る
場
面
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
点
だ

ろ
う
。⽝
私
記
丁
本
⽞
以
来
の
説
と
は
や
や
異
な
っ
た
立
場
を
と
る
も
の
に
了

誉
聖
冏
⽝
日
本
書
紀
私
鈔
⽞（
応
永
五
年
（
一
三
九
八
））
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

応
神
天
皇
の
時
に
記
さ
れ
た
⽝
日
本
書
⽞
な
る
書
物
が
⽝
旧
事
本
紀
⽞
と
と
も

に
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
素
材
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
16
）、
そ
の
場
合
で
も
⽝
旧

事
本
紀
⽞
は
や
は
り
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
典
拠
と
い
う
位
置
を
外
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、⽛
三
部
⽜
の
書
と
い
う
枠
組
み
を
用
い
た
最
初
期
の
人
物
と
目
さ
れ
る
慈

遍
は
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
特
に
重
視
し
、
注
釈
書
⽝
旧
事
本
紀
文
句
⽞
十
巻
（
佚

書
）、⽝
旧
事
本
紀
玄
義
⽞
十
巻
（
巻
一
・
三
・
四
・
五
・
九
の
み
現
存
）
を
著

し
て
い
る
（
17
）。
さ
ら
に
そ
の
慈
遍
と
も
関
わ
り
の
あ
っ
た
伊
勢
神
道
の
度
会
氏

は
、
神
学
的
解
釈
を
加
え
な
が
ら
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
盛
ん
に
利
用
し
て
い
た
（
18
）。

こ
こ
で
兼
倶
に
立
ち
戻
ろ
う
。⽝
私
記
丁
本
⽞以
来
、基
本
的
に⽝
旧
事
本
紀
⽞

は
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
主
要
な
典
拠
と
し
て
見
ら
れ
て
き
た
が
、
兼
倶
の
〈
三
部

本
書
〉
観
に
お
い
て
は
、
そ
の
認
識
が
転
換
さ
れ
る
。
第
一
節
に
て
引
用
し
た

⽝
神
代
巻
抄
⽞
冒
頭
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、⽝
旧
事
本
紀
⽞⽝
古
事
記
⽞
は

⽛
編
者
之
語
⽜
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、⽝
日
本
書
紀
⽞（
神
代
巻
）
こ
そ
が

⽛
私
語
⽜（
＝
編
者
之
語
）
を
交
え
ず
⽛
神
語
⽜（
神
の
言
葉
）
を
述
べ
る
最
上
の

神
書
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
兼
倶
の
姿
勢
に
つ
い
て
鎌
田
純
一
氏
は
⽛
旧

事
本
紀
は
鎌
倉
時
代
、
度
会
氏
が
極
め
て
重
視
し
た
取
扱
い
に
比
し
、
そ
れ
程

重
視
は
さ
れ
な
か
っ
た
⽜
と
ま
と
め
（
19
）、
新
井
氏
は
⽛
兼
倶
は
、
従
来
重
視
さ
れ

て
き
た
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
恣
意
的
と
し
て
⽝
古
事
記
⽞
と
同
等
の
位
置
に
引ㅟ

きㅟ

下ㅟ

げㅟ

る
こ
と
に
よ
っ
て
改
め
て
⽝
書
紀
⽞
の
優
越
性
を
打
ち
出
し
⽜
た
と
評
す
（
20
）。

た
だ
し
、
そ
う
し
た
⽝
神
代
巻
抄
⽞
冒
頭
の
よ
う
な
兼
倶
に
よ
る
三
書
の
規

定
か
ら
だ
け
で
は
、
兼
倶
が
想
定
し
た
三
書
の
関
係
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
掴
み
か
ね
る
部
分
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
兼
倶
は
⽝
日
本
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書
紀
⽞
を
〈⽛
私
語
⽜
を
加
え
な
い
〉
も
の
と
し
て
評
価
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
れ
は
果
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
言
葉
通
り
に
受
け
と
め
れ
ば
良
い
も
の
な
の
か
、

疑
問
が
残
る
。
と
言
う
の
も
、
徳
盛
誠
氏
が
既
に
指
摘
す
る
よ
う
に
（
21
）、
実
際
の

注
釈
の
中
で
は
、
例
え
ば
⽝
日
本
書
紀
⽞
第
八
段
一
書
第
三
の
〈
草
薙
剣
が
今

尾
張
国
に
あ
る
〉
と
す
る
記
述
に
対
し
て
⽛
神
代
ノ
書
ナ
ル
ニ
、
在
二
尾
張
一
ト

云
ハ
、
不
審
也
、
是
ハ
編
者
語
也
、
非
二
神
語
一
、
余
亦
倣
之
⽜（⽝
神
代
巻
抄
⽞

一
七
四
頁
）
と
す
る
な
ど
、
神
代
巻
に
⽛
神
語
⽜
で
な
い
⽛
編
者
語
⽜
が
含
ま

れ
て
い
る
と
兼
倶
が
述
べ
る
場
面
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
か

ら
は
、
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
生
成
に
関
わ
る
兼
倶
の
言
説
に
つ
い
て
も
う
少

し
詳
し
く
確
認
し
つ
つ
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
と
⽝
日
本
書
紀
⽞
を
め
ぐ
る
実
際
の
注

釈
の
あ
り
方
に
迫
っ
て
み
た
い
。

三

兼
倶
に
お
け
る
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
位
置
付
け

兼
倶
の
考
え
で
は
、
元
々
⽛
神
語
⽜
は
⽛
紙
墨
ニ
ア
ラ
ハ
ス
バ
カ
リ
、
文
字

デ
ハ
ナ
イ
ゾ
、
森
羅
万
象
ハ
天
地
自
然
易
也
、
伏
羲
向
二
空
中
一
下
二
一
画
一
、
自

然
ノ
文
字
也
⽜（⽝
神
代
巻
抄
⽞
一
〇
〇
頁
）
な
ど
と
語
ら
れ
る
⽛
自
然
ノ
文
字
⽜

に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
。⽛
神
語
⽜
を
⽛
自
然
ノ
文
字
⽜
に
よ
っ
て
あ
ら

わ
し
た
そ
の
観
念
上
の
存
在
が
本
来
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
─
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉

と
で
も
言
う
べ
き
も
の

─
で
あ
り
、
現
在
見
る
漢
文
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
は
そ

の
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
⽛
自
然
ノ
文
字
⽜
を
漢
字
に
移
し
換
え
る
形
で
作
ら

れ
た
も
の
だ
と
い
う
（
22
）。
そ
し
て
兼
倶
に
よ
れ
ば
、⽛
自
然
ノ
文
字
⽜
に
よ
っ
て
綴

ら
れ
る
⽛
神
語
⽜
の
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
一
部
が
最
初
に
漢
字
に
置
き
換
え

ら
れ
た
の
は
、
聖
徳
太
子
の
時
だ
っ
た
。

雖
レ
然
不
レ
解
二
漢
字
一
ホ
ド
ニ
、
仏
教
ヲ
モ
儒
教
ヲ
モ
不
レ
分
ゾ
、
人
皇
三

十
四
代
推
古
天
皇
ノ
姪
聖
徳
太
子
以
二
漢
字
一
為
二
和
訓
一
、
其
時
ニ
始
メ

テ
解
二
漢
字
一
也
、（⽝
神
代
巻
抄
⽞
九
八
頁
）

其
ヲ
云
ニ
、
太
子
旧
事
本
紀
ヲ
撰
ニ
、
神
代
ノ
書
ヲ
、
漢
字
ニ
ナ
サ
シ
モ

ゾ
。
其
漢
字
ニ
ナ
サ
レ
タ
ハ
、
ド
レ
ゾ
ト
云
ニ
、
此
書
ニ
、
一
書
曰
〳
〵

ト
ア
ル
事
ゾ
。
漢
字
ニ
一
書
曰
〳
〵
ト
云
ヲ
ナ
イ
テ
置
テ
、
ヒ
ツ
ク
ヒ
リ

テ
、
作
者
ノ
心
デ
、
先
代
旧
事
本
紀
ヲ
、
撰
サ
シ
モ
タ
ゾ
。
…
…
太
子
ノ

心
ハ
、
内
典
外
典
ノ
心
ヲ
、
吾
ガ
国
ノ
人
ニ
知
ラ
セ
ウ
ト
テ
、
先
ヅ
神
書

ヲ
、
漢
字
ニ
ナ
サ
レ
タ
ゾ
。
我
ガ
国
ノ
書
ヲ
、
漢
字
デ
ヨ
ミ
習
テ
、
外
国

ノ
書
ヲ
、
ヨ
マ
セ
ウ
用
ゾ
。
（
23
）（⽝
神
書
聞
塵
⽞
四
頁
）

そ
の
昔
、
外
国
か
ら
仏
典
や
漢
籍
が
渡
来
し
た
。
し
か
し
人
々
は
漢
字
の
意

味
を
知
ら
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
そ
こ
に
書
か
れ
る
仏
教
や
儒
教
の
内
容

は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
書
物
の
内
容
を
解
せ
る
よ
う
に
す
べ
く
、

聖
徳
太
子
が
漢
字
と
和
語
の
対
応
関
係
を
は
じ
め
て
定
め
た
が
、
そ
の
対
応
を

示
す
た
め
に
太
子
が
行
っ
た
の
が
、〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉（⽛
神
代
ノ
書
⽜）
の
一

部
を
漢
字
に
置
き
換
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
際
に
漢
字
化
さ
れ
た
も
の
が
現

行
⽝
日
本
書
紀
⽞
に
一
書
と
し
て
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
太
子
自

身
が
⽛
作
者
ノ
心
⽜
で
も
っ
て
ま
と
め
た
の
が
⽝
旧
事
本
紀
⽞
だ
っ
た
と
い
う
。

兼
倶
は
自
ら
の
教
説
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
根
葉
花
実
説
（
24
）を
聖
徳
太
子

に
仮
託
し
た
形
で
説
く
な
ど
、
聖
徳
太
子
の
存
在
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
が
（
25
）、
兼
倶
に
と
っ
て
は
⽛
神
語
⽜
を
漢
字
化
す
る
と
い
う
こ
と
の
始
原
も
聖

徳
太
子
に
あ
り
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
成
立
も
ま
た
そ
れ
と
関
わ
る
も
の
と
し
て

あ
っ
た
（
26
）。

そ
う
し
て
漢
字
化
さ
れ
は
じ
め
た
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
は
、
最
終
的
に
養
老
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年
間
に
⽛
一
品
舎
人
親
王
⽜⽛
太
朝
臣
安
丸
⽜（⽝
神
代
巻
抄
⽞
九
七
頁
）
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
て
現
行
の
形
態
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
成
立
の
経
緯
を
辿
っ
た
現

行
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
中
に
は
、
本
文
と
一
書
と
の
間
で
矛
盾
す
る
内
容
を
持
つ

記
述
や
、〈
草
薙
剣
が
今
尾
張
国
に
あ
る
〉
な
ど
と
い
っ
た
神
代
の
書
と
し
て
は

あ
り
得
な
い
記
述
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
実
際
の
注
釈
に
お
い
て
、
こ
の
書
は

⽛
神
語
⽜
を
記
し
た
神
代
の
書
の
は
ず
な
の
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
記
述
が
存
在

す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
聖
徳
太
子
の
関
与
、

あ
る
い
は
舎
人
親
王
ら
編
纂
な
ど
の
過
程
を
経
て
い
る
こ
と
と
関
わ
っ
て
、
成

立
論
的
に
⽛
私
語
⽜⽛
編
者
語
⽜
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
（
27
）。
先

に
触
れ
た
〈
尾
張
国
〉
の
例
は
編
者
の
舎
人
親
王
ら
に
関
わ
る
私
意
の
挿
入
箇

所
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
第
一
段
一
書
第
二
に
対
す

る
次
の
注
釈
、

天
地
ニ
サ
キ
ダ
テ
ル
ヲ
、
国
常
立
ト
申
、
一
念
不
生
ノ
サ
キ
ヲ
、
国
常
立

ト
云
ソ
。
此
国
常
立
ヨ
リ
サ
キ
ニ
、
可
美
葦
牙

─
ト
云
ガ
ア
ル
ト
云

ハ
、
此
書
ノ
不
審
ゾ
。
彦
ハ
、
陽
ノ
神
ノ
事
ゾ
。
太
子
ノ
独
化
ノ
神
ヲ
、

一
番
ニ
云
テ
、
次
ニ
倶
生
ノ
神
ヲ
立
ゾ
。
太
子
ハ
、
能
ク
心
得
サ
セ
ン
ト

テ
、
私
ノ
語
ヲ
入
ラ
ル
ヽ
ゾ
。（⽝
神
書
聞
塵
⽞
二
〇
頁
）

の
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
の
⽛
私
ノ
語
⽜
の
挿
入
を
認
め
る
箇
所
も
あ
る
（
28
）。

以
上
の
よ
う
に
、
兼
倶
は
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
中
に
⽛
私
語
⽜⽛
編
者
語
⽜

が
含
ま
れ
る
こ
と
を
実
際
の
注
釈
の
中
で
認
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
を
含

め
、
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
は
内
容
的
に
は
必
ず
し
も
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
そ
の

も
の
と
同
一
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
を
補

完
し
本
来
の
形
に
還
元
し
得
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
く
る
の
が
、〈
原
⽝
日

本
書
紀
⽞〉
を
は
じ
め
て
漢
字
に
置
き
換
え
た
人
物
で
あ
る
聖
徳
太
子
の
編
纂

し
た
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
で
あ
っ
た
。

⽝
日
本
書
紀
⽞
第
九
段
に
は
、
本
文
に
瓊
瓊
杵
尊
の
子ㅟ

と
し
て
⽛
火
明
命
⽜（
尾

張
連
の
祖
）
が
登
場
し
、
一
書
第
六
に
瓊
瓊
杵
尊
の
兄ㅟ

と
し
て
⽛
天
火
明
命
⽜

（
尾
張
連
の
祖
）
が
登
場
す
る
と
い
う
、
本
文
と
一
書
を
一
続
き
の
話
と
し
て
見

れ
ば
矛
盾
と
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
箇
所
が
存
在
す
る
。
そ
れ
に
対
す
る
注
釈

と
し
て
、
兼
倶
は
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
名
を
出
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

天
香
山
─
此
書
ノ
有
レ
誤
之
事
ハ
、
先
代
旧
事
本
紀
ニ
載
レ
之
、
尾
張
連
等

ハ
、
上
ニ
云
タ
ト
、
斉
姓
也
、
昔
横
川
聞
二
此
講
一
時
、
引
二
出
之
一
、（⽝
神

代
巻
抄
⽞
二
二
三
頁
）

天
香
─
、
横
川
ノ
見
、
御
出
ア
リ
タ
ゾ
。
前
代
旧
事
本
紀
ニ
ア
リ
。
尾
─

ハ
姓
ゾ
。
ア
ナ
タ
ノ
ハ
、
タ
ク
ラ
氏
ゾ
。
ヲ
ヂ
ヲ
イ
ゾ
。
一
ツ
ニ
ア
ヤ
マ

リ
テ
シ
タ
ゾ
。（⽝
神
書
聞
塵
⽞
一
二
二
頁
）

こ
れ
だ
け
で
は
文
意
・
文
脈
が
や
や
掴
み
づ
ら
い
が
、
右
に
名
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
⽛
横
川
⽜（
横
川
景
三
）
の
文
明
九
年
兼
倶
講
聞
書
が
部
分
的
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
研
究
室
蔵⽝
神
代
抄
⽞（⽝
日

本
書
紀
桃
源
抄
⽞）
の
当
該
注
釈
と
関
連
す
る
箇
所
（
29
）を
見
る
と
、

此
巻
正
文
ニ
誤
ア
リ
。
講
説
ノ
時
余
正
之
。
第
二
代
ノ
子
天
照
国
照
天
火

明
饒
速
日
尊
、
其
弟
ヲ
天
彦
火
瓊
々
杵
尊
。
速
日
尊
ハ
尾
張
連
ノ
祖
也
。

然
第
三
代
ノ
子
火
明
命
ト
云
ハ
工
造
連
祖
ト
ナ
リ
。
旧
事
本
紀
ニ
ミ
ヘ
タ

リ
。
一
切
ノ
タ
ク
ミ
番
匠
等
ノ
祖
ゾ
。
然
此
本
ノ
正
文
ニ
火
明
命
ノ
下
ニ

尾
張
連
祖
ト
注
ス
ル
ハ
大
誤
ゾ
。
（
30
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
九
段
一
書
第
六
の
⽛
天
火
明
命
⽜
は
⽝
旧
事
本
紀
⽞

に
お
け
る
瓊
瓊
杵
尊
の
兄
⽛
天
照
国
照
天
火
明
饒
速
日
尊
⽜
の
こ
と
で
あ
り
第

九
段
本
文
の
⽛
火
明
命
⽜
と
は
別
の
神
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
第
九
段
本
文
に
お
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け
る
瓊
瓊
杵
尊
の
子⽛
火
明
命
⽜は
尾
張
連
の
祖
で
は
な
く
実
際
は⽛
工
造
連
祖
（
31
）⽜

で
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
⽛
誤
⽜⽛
ア
ヤ
マ
リ
⽜⽛
大
誤
⽜

が
、
講
義
の
中
で
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
⽛
天
照
国
照
天
火
明

饒
速
日
尊
⽜⽛
工
造
連
祖
⽜
な
ど
の
正
説
は
、⽛
旧
事
本
紀
ニ
ミ
ヘ
タ
リ
⽜
な
ど

と
あ
る
通
り
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
載
る
も
の
で
あ
っ
た
（
32
）。

こ
れ
は
文
明
九
年
講
時
の
横
川
景
三
の
指
摘
に
端
を
発
す
る
注
釈
で
は
あ
る

が
、
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
記
述
が
誤
り
で
聖
徳
太
子
の
編
纂
し
た
⽝
旧
事
本

紀
⽞
の
記
述
が
正
し
い
と
す
る
こ
と
を
、
兼
倶
が
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
点

は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
文
献
は
、
兼
倶
講
に
お
い
て
は
他
に

見
ら
れ
な
い
。⽝
旧
事
本
紀
⽞
は
兼
倶
講
に
お
い
て
、
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
記

述
の
矛
盾
を
修
正
し
、〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
世
界
に
近
づ
け
る
こ
と
が
可
能

な
文
献
と
し
て
の
位
置
付
け
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
具
体
的
な
利
用

⽝
旧
事
本
紀
⽞
は
、⽝
古
事
記
⽞
や
⽝
古
語
拾
遺
⽞
と
い
っ
た
他
の
神
典
類
と

は
異
な
り
（
33
）、
兼
倶
講
に
お
い
て
比
較
的
多
く
参
照
さ
れ
た
。
次
に
⽝
神
代
巻
抄
⽞

と
⽝
神
書
聞
塵
⽞
に
お
け
る
⽝
旧
事
本
紀
⽞
参
照
例
を
一
覧
と
し
て
掲
げ
る
。

【
表
⚑
】⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
参
照
例
一
覧

⽝
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⽞

⽝
神
書
聞
塵
⽞

①

旧
〔
事
本
紀
序
曰
〕
聖
徳
太
子
且
所

撰
也
【
頭
書
・
⚙
⚗
】

⽝
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⽞

⽝
神
書
聞
塵
⽞

②

旧
事
本
紀
亦
作
薄
靡
也
【
⚑
⚑
⚑
】

前
代
旧
事
本
紀
ニ
モ
靡
字
ヲ
ア
ソ
バ

ス
ゾ
【
⚑
⚕
】

③

旧
事
本
紀
ナ
ン
ド
ニ
ハ
カ
ウ
ゾ
ア
レ

ド
モ
此
書
ガ
本
ゾ
【
⚒
⚐
】

④

前
代
旧
事
本
紀
ハ
此
一
書
ニ
依
ト
ミ

ヘ
タ
ゾ
【
⚒
⚑
】

⑤

旧
事
本
紀
ハ
此
一
書
ニ
本
テ
セ
ラ
レ

タ
カ
ゾ
【
⚒
⚕
】

⑥

旧
事
本
紀
古
事
記
ニ
ハ
出
雲
ト
伯
耆

ト
ノ
間
ニ
伊
─
ヲ
マ
ツ
ル
ト
見
タ
リ

【
⚔
⚖
】

⑦

一
書
曰
是
後
稚
日
女
尊
─
此
神
ハ
神

書
ニ
無
系
図
也
先
代
旧
事
本
紀
曰
日

神
ノ
妹
也
【
⚑
⚖
⚕
】

稚
日
─
ハ
天
照
ノ
イ
モ
ト
ヽ
云
ゾ
旧

事
記
ニ
ア
リ
【
⚗
⚖
】

⑧

旧
事
紀
ヤ
ラ
ニ
ハ
川
上
ヨ
リ
筯
ガ
流

タ
ヲ
ミ
テ
覓
ラ
ル
ヽ
ト
云
ゾ【
⚘
⚒
】

⑨

前
代
旧
事
本
紀
ニ
三
輪
ノ
兄
ニ
事
八

十
ノ
神
ト
云
ア
リ
…
…〈
因
幡
の
素

兎
〉【
⚙
⚑
】

⑩

三
輪
神
ハ
天
羽
車
ニ
乗
シ
テ
…
…
見

先
代
旧
事
本
紀
〈
三
輪
山
伝
説
〉

【
⚑
⚘
⚒
】

前
代
旧
事
本
紀
ニ
第
四
ニ
天
羽
車
ニ

駕
テ
…
…〈
三
輪
山
伝
説
〉【
⚙
⚔
】

⑪

前
代
旧
事
本
紀
ニ
ヒ
サ
ノ
ブ
ト
云
神

ナ
リ
山
田
ト
云
処
ニ
曽
富
登
ト
云
者

ア
リ
天
上
天
下
ノ
事
ヲ
知
ゾ
其
ガ
天

ヘ
上
テ
問
事
ゾ
【
⚙
⚕
】

⑫

故
ニ
十
字
ニ
加
一
字
為
土
字
也
此
ハ

先
代
旧
事
本
紀
之
義
也
【
⚑
⚙
⚑
】



― 16 ―

⽝
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⽞

⽝
神
書
聞
塵
⽞

⑬

熊
襲
国
者
一
名
佐
渡
国
也
見
旧
事
本

紀
第
一
巻
【
⚒
⚐
⚐
】

⑭

五
神
簡
要
也
成
数
ヲ
ア
ゲ
タ
ゾ
旧
事

本
紀
ニ
ハ
三
十
五
神
降
ト
ア
ル
ゾ

【
⚒
⚐
⚘
】

前
代
旧
事
本
紀
ニ
ハ
三
十
二
神
ト
ア

リ
此
ハ
上
首
五
神
ヲ
挙
ゾ
上
ニ
御
降

ア
リ
タ
神
ニ
十
種
ノ
宝
ヲ
授
ケ
ラ

ル
ヽ
ト
前
代
旧
事
本
紀
ニ
ア
ル
ゾ

【
⚑
⚑
⚑
】

⑮

大
己
貴
命
二
男
建
御
名
力
命
曰
…
…

詳
見
旧
事
本
紀〈
国
譲
り
〉【
⚒
⚑
⚔
】

健
御
名
刀
神
ハ
諏
訪
ノ
大
明
神
ゾ

…
…
前
代
旧
事
本
紀
ニ
ア
ル
ゾ
〈
国

譲
り
〉【
⚑
⚑
⚖
】

⑯

此
書
ノ
有
誤
之
事
ハ
先
代
旧
事
本
紀

ニ
載
之
尾
張
連
等
ハ
上
ニ
云
タ
ト
斉

姓
也
昔
横
川
聞
此
講
時
引
出
之

【
⚒
⚒
⚓
】

天
香
─
横
川
ノ
見
御
出
ア
リ
タ
ゾ
前

代
旧
事
本
紀
ニ
ア
リ
尾
─
ハ
姓
ゾ
ア

ナ
タ
ノ
ハ
タ
ク
ラ
氏
ゾ
ヲ
ヂ
ヲ
イ
ゾ

一
ツ
ニ
ア
ヤ
マ
リ
テ
シ
タ
ゾ

【
⚑
⚒
⚒
】

※
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
、
同
じ
箇
所
に
対
す
る
注
釈
の
場
合
は
番
号
も

共
通
の
も
の
と
し
た
。【

】
で
括
っ
た
数
字
は
頁
数
を
示
す
。

兼
倶
講
の
中
で
は
、
比
較
的
長
文
の
物
語
を
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
参
照
す
る
と

い
う
形
で
紹
介
す
る
場
面
が
複
数
確
認
で
き
る
。⽝
神
代
巻
抄
⽞⽝
神
書
聞
塵
⽞

双
方
に
載
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
⑩〈
三
輪
山
伝
説
〉・
⑮〈
国
譲
り
〉
が
そ
れ
に

あ
た
る
。
た
だ
し
、
そ
の
参
照
の
方
法
に
は
注
意
す
べ
き
点
が
含
ま
れ
る
。
そ

れ
は
、
そ
こ
で
〈⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
あ
る
〉
と
さ
れ
た
内
容
が
、⽝
旧
事
本
紀
⽞

そ
の
も
の
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
差
異
が
大

き
い
⑮〈
国
譲
り
〉
の
内
容
を
具
体
的
に
見
よ
う
。

健
御
名
刀
神
ハ
、
諏
訪
ノ
大
明
神
ゾ
。
百
八
十
神
ノ
中
ノ
ガ
リ
神
ゾ
。
高

─
、
フ
ツ
ト
渡
ス
マ
イ
。
我
カ
父
ノ
神
ノ
ユ
ヅ
リ
得
テ
、
国
ヲ
モ
開
ホ

ド
ニ
ト
云
ゾ
。
サ
レ
ド
モ
、
経
主
（
津
脱
カ
）

神
ノ
岐
神
デ
逐
ホ
ド
ニ
、
信
濃
ノ
ス
ワ

マ
デ
、
ヲ
イ
ツ
メ
ラ
レ
タ
ゾ
。
立
帰
テ
、
ヲ
シ
ナ
ル
事
ハ
、
諏
訪
郡
バ
カ

リ
ヲ
バ
、
天
ノ
神
ノ
恩
デ
モ
ナ
ウ
テ
、
我
ガ
父
母
ヨ
リ
ユ
ヅ
リ
得
タ
在
所

ニ
シ
テ
、
ヲ
イ
ロ
イ
ナ
ク
バ
、
我
モ
降
臨
ヲ
、
領
掌
申
サ
ウ
ト
、
ヲ
シ
ナ

リ
タ
ホ
ド
ニ
、
経
津
主
ノ
、
サ
ラ
バ
ト
、
サ
ヤ
ウ
ニ
ア
レ
ト
云
テ
、
シ
ヅ

ム
ル
ゾ
。
諏
訪
事
ハ
、此
面
ニ
ハ
ミ
エ
ヌ
ゾ
。
前
代
旧
事
本
紀
ニ
ア
ル
ゾ
。

（⽝
神
書
聞
塵
⽞
一
一
六
頁
）

元
の
⽝
旧
事
本
紀
⽞
と
の
大
き
な
相
違
点
の
一
つ
は
、
建
御
名
方
神
（
健
御

名
刀
神
（
34
）、
諏
訪
ノ
大
明
神
）
と
戦
う
神
の
名
で
あ
る
。⽝
旧
事
本
紀
⽞
で
は
武
甕

槌
神
（
あ
る
い
は
経
津
主
神
）
が
戦
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
⽝
神
書

聞
塵
⽞
で
は
⽛
経
主
神
ノ
岐
神
デ
逐
ホ
ド
ニ
⽜
と
、
新
た
に
⽛
岐
神
⽜
が
登
場

し
て
い
る
。

ま
た
も
う
一
つ
の
大
き
な
相
違
点
と
し
て
は
、
建
御
名
方
神
が
交
渉
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。⽝
旧
事
本
紀
⽞
で

は
建
御
名
方
神
は
一
方
的
に
敗
北
し
て
殺
さ
れ
か
け
、
諏
訪
か
ら
出
な
い
こ
と

を
約
束
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
建
御
名
方
神
が
諏
訪
郡
を
⽛
我
ガ
父
母

ヨ
リ
ユ
ヅ
リ
得
タ
在
所
⽜
と
し
、
そ
の
⽛
在
所
⽜
た
る
諏
訪
郡
に
干
渉
し
て
こ

な
い
の
で
あ
れ
ば
自
分
も
天
孫
の
降
臨
を
了
承
し
ま
し
ょ
う
、
と
国
譲
り
の
交

換
条
件
と
し
て
〈
諏
訪
の
地
の
本
領
安
堵
〉
を
提
示
、
そ
し
て
そ
れ
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
諏
訪
に
鎮
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

主
に
以
上
の
二
点
に
よ
っ
て
、
兼
倶
講
に
お
け
る
国
譲
り
神
話
は
、⽛
前
代
旧

事
本
紀
ニ
ア
ル
ゾ
⽜
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
元
の
⽝
旧
事
本
紀
⽞
か
ら
全
体
的
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に
大
き
く
異
な
る
も
の
に
変
貌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
⑩〈
三
輪
山
伝
説
〉
の
内
容
を
確
認
す
る
。

三
輪
神
ハ
、
天
羽
車
ニ
乗
シ
テ
、
天
上
天
下
ヲ
、
飛
行
自
在
ニ
ア
ル
ク
ト

テ
、
摂
州
ヘ
行
テ
、
溝
樴
姫
ト
契
ゾ
、
其
父
ハ
、
夫
ヲ
嫁
セ
シ
メ
ザ
ル
ニ
、

夫
来
ハ
何
人
ト
、
不
審
ス
ル
ゾ
、
只
如
二
神
人
一
者
来
テ
、
共
ニ
双
レ
枕
ト

思
ウ
ゾ
、
吾
針
ヲ
裳
ニ
ツ
ケ
テ
、
絲
ヲ
認
テ
知
ト
云
ゾ
、
如
二
其
言
一
認
之
、

則
カ
ギ
ノ
穴
ヨ
リ
出
テ
、
フ
シ
ド
ノ
山
ヲ
経
テ
、
入
二
吉
野
一
、
自
二
吉
野
一

入
二
三
諸
山
一
而
留
ゾ
、
此
絲
ガ
三
ニ
マ
カ
リ
テ
、
ワ
ニ
ナ
リ
テ
ア
ル
ホ
ド

ニ
、
三
輪
ト
云
ゾ
、
其
後
生
レ
子
也
、
見
二
先
代
旧
事
本
紀
一
、（⽝
神
代
巻

抄
⽞
一
八
二
頁
）

こ
れ
は
比
較
的
⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
則
っ
た
内
容
と
言
え
る
も
の
の
、
明
確
に

異
な
る
点
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
輪
神
が
⽛
溝
樴
姫
⽜
と
契
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

元
の
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
三
輪
山
伝
説
の
箇
所
で
三
輪
神
（
大
己
貴
神
）
の
妻
と

な
る
の
は
⽛
活
玉
依
姫
⽜
で
あ
る
。
加
え
て
、⽛
摂
州
ヘ
行
テ
⽜
と
あ
る
点
に
つ

い
て
も
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
お
い
て
活
玉
依
姫
が
い
た
と
さ
れ
る
土
地
は
⽛
茅
渟

県
⽜（
和
泉
国
の
地
名
。
卜
部
兼
永
筆
本
は
⽛
節
渡
県
⽜
に
作
る
）
と
の
み
記
さ

れ
て
い
て
摂
津
国
と
特
定
で
き
る
要
素
は
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
不
審
点
の

一
つ
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
⽝
旧
事
本
紀
⽞
か
ら
の
逸
脱
は
、
単
に
兼
倶
が
⽝
旧
事
本

紀
⽞
の
写
本
そ
の
も
の
を
参
照
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
引
用
が
不
正
確
に
な
っ

た
、
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
吉
田
家
に
伝
わ
っ
た
典
籍

は
兼
倶
の
孫
・
兼
満
が
家
に
火
を
放
っ
て
出
奔
し
た
際
に
ほ
と
ん
ど
焼
け
て
し

ま
っ
た
た
め
、
兼
倶
期
ま
で
遡
る
吉
田
家
の
⽝
旧
事
本
紀
⽞
写
本
は
現
存
し
な

い
も
の
の
、
兼
満
ま
で
の
吉
田
家
に
は
⽝
旧
事
本
紀
⽞
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
（
35
）。
そ
し
て
実
際
、
兼
倶
は
主
著
⽝
唯
一
神
道
名
法
要
集
⽞
の
⽛
問
、
此

霊
宝
、
有
二
実
体
一
哉
、
否
⽜
項
で
⽝
旧
事
本
紀
⽞
巻
第
三
天
神
本
紀
の
天
璽
瑞

宝
十
種
の
記
事
か
ら
漢
文
体
に
よ
る
忠
実
な
引
用
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
⽝
延

喜
式
神
名
帳
頭
註
⽞（
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
成
立
）
に
お
い
て
は
⽛
葛
木
御

年
⽜⽛
大
神
⽜⽛
鴨
事
代
主
⽜⽛
安
房
坐
神
⽜⽛
香
取
⽜⽛
鹿
島
⽜⽛
南
方
刀
美
⽜
の

七
項
目
に
て
、
写
本
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
漢
文
体
（
多
少
の
異
同

は
存
す
る
）
で
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
兼
倶
は
⽝
旧
事

本
紀
⽞
そ
の
も
の
を
参
照
し
正
確
に
引
用
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、⽝
日
本
書

紀
⽞
講
義
の
場
で
は
あ
え
て
意
識
的
に
先
述
の
よ
う
な
改
変
を
加
え
て
紹
介
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
う
し
た
兼
倶
に
よ
る
改
変
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
が
、
改
変
箇
所
と
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
被
注

釈
箇
所
と
の
記
述
の
一
致
で
あ
る
。

例
え
ば
、
⑮〈
国
譲
り
〉
は
、⽝
日
本
書
紀
⽞
第
九
段
一
書
第
二
の
⽛
故
経
津

主
神
、
以
二
岐
神
一
為
二
郷
導
一
、
周
流
削
平
。
有
二
逆
命
者
一
、
即
加
斬
戮
。
帰

順
者
、
仍
加
褒
美
（
36
）⽜（
経ㅟ

津ㅟ

主ㅟ

神ㅟ

が
岐ㅟ

神ㅟ

を
先
導
と
し
て
国
々
を
め
ぐ
り
、
逆
ら

う
者
が
あ
れ
ば
殺
し
帰
順
す
る
者
に
は
褒
美
を
与
え
た
）
と
い
う
箇
所
に
対
す

る
注
釈
で
あ
っ
た
。⽛
経
津
主
⽜⽛
岐
神
⽜
が
登
場
す
る
と
い
う
⑮〈
国
譲
り
〉
の

特
徴
は
、
注
釈
対
象
で
あ
る
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
記
述
と
全
く
符
合
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
兼
倶
は
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
内
容
を
、
注
釈
す
る
⽝
日
本

書
紀
⽞の
文
脈
に
引
き
寄
せ
た
形
で
改
変
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

⑮〈
国
譲
り
〉
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
っ
た
、
建
御
名
方
神
が
交
渉

を
し
て
天
孫
降
臨
を
了
承
す
る
代
わ
り
に
諏
訪
の
地
の
本
領
安
堵
を
認
め
ら
れ

た
と
い
う
話
の
筋
も
、
や
は
り
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
〈
帰
順
す
る
者
に
褒
美
を
与
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え
た
〉
と
い
う
文
脈
に
よ
り
合
致
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
37
）。

ま
た
、
⑩〈
三
輪
山
伝
説
〉
は
⽝
日
本
書
紀
⽞
第
八
段
一
書
第
六
の
⽛
又
曰
、

事
代
主
神
、
化
二
為
八
尋
熊
鰐
一
、
通
二
三
島
溝
樴
姫
、
或
云
、
玉
櫛
姫
一
⽜
に
対

す
る
注
釈
で
あ
り
、⽛
活
玉
依
姫
⽜が⽛
溝
樴
姫
⽜と
な
っ
て
い
た
の
は
こ
の⽛
三

島
溝
樴
姫
⽜
を
引
い
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
の
⽝
旧
事
本
紀
⽞
で
言

及
が
な
か
っ
た
は
ず
の
⽛
摂
州
⽜
に
つ
い
て
も
、⽝
日
本
書
紀
⽞
の
⽛
三
島
溝
樴

姫
⽜
の
⽛
三
島
⽜
が
摂
津
国
の
地
名
で
あ
る
こ
と
と
一
致
す
る
（
38
）。

こ
の
よ
う
な
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
文
脈
に
引
き
寄
せ
る
形
で
の
改
変
は
、
兼
倶

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
改
変
と
い
う
よ
り
、編
纂
の
過
程
で
私
意
が
加
わ
っ
た⽝
旧

事
本
紀
⽞
を
本
来
あ
る
べ
き
文
脈
へ
引
き
戻
し
、〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
内
容

へ
と
復
元
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
兼
倶
の
⽝
日
本
書

紀
⽞
講
義
で
は
、
第
三
節
で
見
た
よ
う
に
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
参
照
す
る
こ
と
で

現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
を
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
に
近
づ
け
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ

れ
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、⽝
日
本
書
紀
⽞
の
文
脈
を
参
照
し
て
⽝
旧
事

本
紀
⽞
を
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
に
還
元
す
る
こ
と
も
ま
た
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

の
よ
う
に
し
て
わ
ざ
わ
ざ
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
内
容
を
引
く
の
は
、
そ
れ
が
兼
倶

に
と
っ
て
、
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
か
ら
漏
れ
た
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
内
容
を

補
い
得
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
に
最
も
忠
実
で
あ
る
は
ず
の
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
と
、
聖

徳
太
子
が
編
纂
し
た
、〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
漢
字
化
の
始
原
に
最
も
近
い
文

献
で
あ
る
⽝
旧
事
本
紀
⽞
─
そ
の
両
書
を
、
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
理
解
を
主

軸
と
し
つ
つ
双
方
向
に
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
書
の
間
、
両
書
の
向
こ

う
側
に
、
私
意
を
排
し
た
根
源
的
な
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
姿
を
見
出
し
て
い

く
。⽝
日
本
書
紀
⽞
と
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
そ
の
よ
う
に
位
置
付
け
利
用
す
る
と
い

う
点
に
、
兼
倶
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
注
釈
の
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
、
兼
倶
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
講
義
に
お
け
る
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
位
置
付
け

と
そ
の
利
用
の
仕
方
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
わ
る
神
典
観
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

注
釈
に
着
目
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
兼
倶
は
一
見
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
⽝
古

事
記
⽞
と
同
等
の
位
置
ま
で
格
下
げ
し
、⽝
日
本
書
紀
⽞
を
⽛
私
語
⽜
の
加
わ
ら

な
い
無
瑕
疵
の
書
と
し
て
絶
対
視
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際
の

注
釈
上
で
は
、
現ㅟ

行ㅟ

⽝
日
本
書
紀
⽞
自
体
は
根
源
的
な
無
瑕
疵
の
書
と
し
て
は

扱
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
反
対
に
⽝
旧
事
本
紀
⽞
も
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
格
下
げ

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
平
安
時
代
以
来
〈
典
拠
〉
の
問
題

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
⽝
日
本
書
紀
⽞
と
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
関
係
は
一
旦
解
体

さ
れ
、
両
書
は
と
も
に
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
を
根
源
と
す
る
二
次
的
な
も
の
と

し
て

─
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
方
が
基
本
的
に
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
と
の

よ
り
強
い
連
続
性
を
持
つ
と
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の

─
新
た
に
位
置
付
け

ら
れ
る
。
そ
う
し
て
展
開
し
て
い
く
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
再
構
築
を
志
向
す

る
注
釈
の
中
で
、〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
を
初
め
て
漢
字
化
し
た
聖
徳
太
子
の
手

に
な
る
（
と
さ
れ
た
）⽝
旧
事
本
紀
⽞
は
、⽛
作
者
ノ
心
⽜
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら

れ
た
恣
意
的
な
部
分
が
あ
る
編
纂
物
で
あ
る
と
は
さ
れ
な
が
ら
も
、⽝
古
事
記
⽞

を
は
じ
め
と
す
る
諸
書
よ
り
重
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現
行
⽝
日
本
書
紀
⽞
に

内
在
す
る
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
か
ら
の
逸
脱
・
欠
落
部
分
に
お
い
て
、
現
行
⽝
日

本
書
紀
⽞
と
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
向
こ
う
側
に
あ
る
〈
原
⽝
日
本

書
紀
⽞〉
を
復
元
し
得
る
数
少
な
い
資
料
と
し
て
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
は
利
用
さ
れ
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た
の
で
あ
る
。

近
世
に
は
、
神
仏
儒
三
教
一
致
の
思
想
、
そ
し
て
聖
徳
太
子
尊
重
の
思
潮
の

う
ち
に
⽝
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
⽞（
以
下
⽝
大
成
経
⽞)
（
39
）
な
る
特
異
な
偽
書
が

生
み
出
さ
れ
た
（
40
）。
そ
の
よ
う
な
聖
徳
太
子
や
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
め
ぐ
る
流
れ
の

前
史
と
し
て
も
、聖ㅟ

徳ㅟ

太ㅟ

子ㅟ

のㅟ

根
葉
花
実
説
に
よ
り
三
教
一
致
を
説
き
つ
つ⽝
旧

事
本
紀
⽞
を
重
視
し
た
兼
倶
の
活
動
は
、
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。⽝
大
成
経
⽞
大
成
経
序
伝
お
よ
び
帝
皇
本
紀
中
巻
上
用
明
天
皇
元
年
の
記

事
に
は
、〈
当
初
日
本
で
は
漢
字
の
意
味
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
万
葉
仮
名

の
よ
う
に
音
だ
け
を
用
い
て
和
語
の
表
記
に
利
用
し
て
い
た
）
た
め
、
渡
来
し

た
仏
典
・
漢
籍
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
聖
徳
太

子
は
は
じ
め
て
漢
字
の
訓
を
定
め
、
仏
典
、
儒
教
経
典
、
そ
し
て
太
子
自
身
が

編
纂
し
た
⽛
神
教
経
⽜⽛
宗
徳
経
⽜（⽝
大
成
経
⽞
七
十
二
巻
本
の
経
教
本
紀
に
収

載
）
の
漢
文
の
右
側
に
和
訓
を
付
し
、
人
々
に
仏
教
・
儒
教
を
理
解
さ
せ
る
こ

と
を
試
み
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
は
漢
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
〉
と
い
う
旨
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
稿
第
三
節
に
て
触
れ
た
、

兼
倶
の
想
定
し
た
聖
徳
太
子
に
よ
る
和
訓
の
制
定
・
普
及
の
過
程
に
類
似
し
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
兼
倶
の
聖
徳
太
子
や
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
め
ぐ
る
思
想
と

⽝
大
成
経
⽞
と
の
繋
が
り
を
示
唆
す
る
。

ま
た
、
兼
倶
の
注
釈
は
⽛
神
語
⽜
の
秩
序
と
〈
原
⽝
日
本
書
紀
⽞〉
の
存
在
の

創
造
と
い
う
一
面
を
持
っ
た
が
、
同
時
に
兼
倶
は
そ
の
中
で
、
第
四
節
に
て
見

た
よ
う
に
、⽛
前
代
旧
事
本
紀
ニ
ア
ル
ゾ
⽜
な
ど
と
し
て
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
新
た

な
本
文
を
創
造
し
て
も
い
た
。
そ
し
て
兼
倶
の
創
り
出
し
た
本
文
の
内
容
は
、

後
世
に
も
〈⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
あ
る
も
の
〉
と
し
て
流
布
し
て
い
く
。
例
え
ば
林

羅
山
⽝
本
朝
神
社
考
⽞
に
は
、
次
の
よ
う
な
、⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
⑮〈
国
譲
り
〉

に
似
た
文
が
あ
る
。

旧
事
本
紀
。
天
孫
降
臨
時
、
大
己
貴
神
第
二
之
子
、
健
御
名
力
命
、
欲
レ

拒
二
天
孫
一
。
於
レ
是
、
経
津
主
神
、
遣
二
岐
神
逐
一
レ
之
。
健
御
名
力
命
、

逃
到
二
信
濃
国
諏
訪
郡
一
。
迫
甚
。
而
請
曰
、
願
得
二
此
郡
一
、
以
為
二
父
母

之
譲
一
、
不
レ
為
二
天
神
之
恩
一
、
而
作
二
吾
居
一
。
則
吾
豈
奉
レ
背
二
天
孫
一

哉
。
因
レ
茲
、
経
津
主
神
、
以
二
諏
訪
一
郡
一
、
附
二
于
健
御
名
力
命
一
。
是

即
諏
方
明
神
也
。
（
41
）

野
上
潤
一
氏
（
42
）が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
れ
は
兼
倶
の
実
子
清
原
宣
賢
の
⽝
日
本

書
紀
抄
⽞（
後
抄
本
）
を
利
用
し
て
羅
山
が
⽝
旧
事
本
紀
⽞
を
〈
孫
引
き
〉
し
た

箇
所
で
あ
る
。
兼
倶
の
創
造
し
た
⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
な
い
〈⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
本

文
〉
は
、
宣
賢
を
経
て
、
吉
田
神
道
を
批
判
し
た
羅
山
の
著
名
な
著
作
に
ま
で

姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
⽝
本
朝
神
社
考
⽞
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
兼

倶
由
来
の
神
話
は
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
内
容
と
し
て
近
世
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
（
43
）。

な
お
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
間
か
ら
現
存
し
な
い
〈
原
神
話
〉
を
復
元
（
創

造
）
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
、
兼
倶
以
降
に
も
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
。
平
田

篤
胤
の
⽝
古
史
成
文
⽞
な
ど
は
そ
の
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
近
現
代
の
神

話
研
究
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
側
面
を
持
つ
場
合
が
あ
っ
た
。⽝
古
事
記
⽞⽝
日

本
書
紀
⽞
な
ど
の
別
個
の
テ
ク
ス
ト
を
一
元
化
し
て
、
そ
の
中
か
ら
、
あ
り
得

た
か
も
し
れ
な
い
〈
原
神
話
〉（
日
本
神
話
）
を
探
し
出
そ
う
と
す
る
（
44
）

─
そ

う
し
た
現
代
に
お
け
る
研
究
の
あ
り
方
の
問
題
に
も
繋
が
っ
て
い
く
、
そ
の
先

駆
け
の
営
み
と
し
て
も
、
兼
倶
の
注
釈
の
あ
り
方
は
注
目
で
き
る
だ
ろ
う
。
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〈
注
〉

（
⚑
）
鎌
田
純
一
⽝
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
⽞
研
究
の
部
（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
六
二
年
）
一
四
一
頁
。

（
⚒
）
月
舟
寿
桂
聞
書
を
兼
倶
が
自
ら
書
写
し
た
、
兼
倶
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
講

義
聞
書
唯
一
の
自
筆
完
本
。
本
稿
で
は
こ
の
⽝
神
代
巻
抄
⽞
と
、
文
明

十
三
年
景
徐
周
麟
聞
書
⽝
神
書
聞
塵
⽞（
清
原
宣
賢
写
。
聞
き
取
り
の
量

や
正
確
さ
が
他
の
兼
倶
講
聞
書
の
写
本
よ
り
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
る

（⽝
神
道
大
系
⽞古
典
註
釈
編
四

日
本
書
紀
註
釈（
下
）、一
九
八
八
年
、

九
頁
））
の
二
書
を
、
代
表
的
な
兼
倶
講
聞
書
と
し
て
主
に
参
照
す
る
。

（
⚓
）
⽝
神
代
巻
抄
⽞
の
引
用
は
岡
田
荘
司
校
訂
⽝
兼
倶
本
宣
賢
本
日
本
書
紀
神

代
巻
抄
⽞（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
り
、
頁
数
も
同

書
に
よ
る
。
な
お
、
私
に
濁
点
、
傍
線
を
付
し
た
。

（
⚔
）
新
井
大
祐
⽛
中
世
の
⽝
日
本
書
紀
⽞
註
釈
に
見
る
⽝
古
事
記
⽞
観

─

⽛
三
部
書
⽜
言
説
を
標
と
し
て

─
⽜（⽝
古
事
記
学
⽞
第
四
号
、
二
〇
一

八
年
三
月
）。

（
⚕
）
⽝
旧
事
本
紀
⽞
の
成
立
や
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
純
一
、
注
⚑
前
掲

書
に
詳
し
い
。

（
⚖
）
門
屋
温
⽛
解
体
す
る
神
話
・
再
生
す
る
神
々

─
中
世
に
お
け
る
⽝
旧

事
本
紀
⽞
の
位
置

─
⽜（
伊
藤
聡
編
⽝
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世

界
⽞竹
林
舎
、二
〇
一
一
年
）、工
藤
浩
編⽝
先
代
旧
事
本
紀
論

史
書
・

神
道
書
の
成
立
と
受
容
⽞（
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
の
諸
論
考
な

ど
。
ま
た
稿
者
も
拙
稿
⽛⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
の
受
容
と
神
話
の
変
奏

─
神
社
関
連
記
事
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て

─
⽜（⽝
國
學
院
雑
誌
⽞
第

百
二
十
一
巻
十
号
、
二
〇
二
〇
年
十
月
）
に
て
論
じ
た
。

（
⚗
）
鎌
田
純
一
・
上
田
正
昭
⽝
日
本
の
神
々

─
⽝
先
代
旧
事
本
紀
⽞
の
復

権
⽞（
大
和
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
七
〇
・
七
一
頁
。

（
⚘
）
久
保
田
収
⽝
中
世
神
道
の
研
究
⽞（
神
道
史
学
会
、
一
九
五
九
年
）。

（
⚙
）
門
屋
温
、
注
⚖
前
掲
論
文
。

（
10
）
新
井
大
祐
、
注
⚔
前
掲
論
文
。

（
11
）
⽝
私
記
丁
本
⽞
の
引
用
は
⽝
新
訂
増
補
国
史
大
系
⽞
に
よ
る
。

（
12
）
神
野
志
隆
光
⽛⽝
日
本
書
紀
私
記
（
丁
本
）⽞（⽝
私
記
丁
本
⽞）
の
資
料
批

判
⽜（⽝
変
奏
さ
れ
る
日
本
書
紀
⽞
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
13
）
新
井
大
祐
、
注
⚔
前
掲
論
文
、
一
二
七
頁
。

（
14
）
久
保
田
収
、
注
⚘
前
掲
書
、
四
三
七
頁
。

（
15
）
同
じ
く
良
遍
講
の
聞
書
で
あ
る⽝
神
代
巻
私
見
聞
⽞（
応
永
三
十
一
年（
一

四
二
四
））
に
は
貞
舜
⽝
天
台
名
目
類
聚
鈔
⽞
と
同
様
に
⽛
神
書
三
大
部
⽜

と
あ
る
（
新
井
大
祐
、
注
⚔
前
掲
論
文
、
一
二
一
・
一
二
二
頁
）。

（
16
）
門
屋
温
、
注
⚖
前
掲
論
文
、
三
六
四
・
三
六
五
頁
。

（
17
）
た
だ
そ
の
一
方
で
、
中
世
に
⽝
旧
事
本
紀
⽞
自
体
が
注
釈
対
象
と
な
る

こ
と
は
慈
遍
の
例
を
除
い
て
他
に
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
注
意
さ
れ

る
。
中
世
の
神
典
注
釈
の
営
み
に
お
い
て
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
の
は

主
に
⽝
日
本
書
紀
⽞
と
⽝
麗
気
記
⽞
で
あ
っ
た
（⽝
麗
気
記
⽞
の
注
釈
史

に
つ
い
て
は
、
原
克
昭
⽛⽝
麗
気
記
⽞
註
釈
・
研
究
史
⽜（⽝
中
世
日
本
紀

論
考

─
註
釈
の
思
想
史

─
⽞
法
蔵
館
、
二
〇
一
二
年
）
に
詳
し

い
）。

（
18
）
鎌
田
純
一
、
注
⚑
前
掲
書
、
一
三
九
頁
。
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（
19
）
鎌
田
純
一
、
注
⚑
前
掲
書
、
一
四
五
頁
。

（
20
）
新
井
大
祐
、
注
⚔
前
掲
論
文
、
一
三
四
頁
。

（
21
）
徳
盛
誠
⽛
吉
田
兼
倶
に
お
け
る
日
本
書
紀
解
釈
の
態
度
⽜（⽝
上
代
文
学
⽞

第
八
十
七
号
、
二
〇
〇
一
年
十
一
月
）
五
八
頁
。

（
22
）
兼
倶
の
想
定
す
る
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
生
成
、
お
よ
び
そ
れ
と
関
わ
る
⽛
自

然
ノ
文
字
⽜
や
⽛
神
語
⽜
な
ど
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
金
沢
英
之
⽛
中

世
に
お
け
る
文
字
と
こ
と
ば

─
吉
田
兼
俱
⽝
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⽞

を
め
ぐ
っ
て

─
⽜（⽝
萬
葉
集
研
究
⽞
第
三
十
六
集
、
二
〇
一
六
年
十

二
月
）
に
詳
し
い
。

（
23
）
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
引
用
は
⽝
神
道
大
系
⽞
古
典
註
釈
編
四

日
本
書
紀
註

釈
（
下
）
に
よ
り
、
頁
数
も
同
書
に
よ
る
。
な
お
、
私
に
濁
点
、
傍
線

を
付
し
た
。

（
24
）
日
本
・
震
旦
・
天
竺
の
三
国
を
樹
木
に
た
と
え
て
、
日
本
の
神
道
を
種

子
、
震
旦
の
儒
教
を
枝
葉
、
天
竺
の
仏
教
を
花
実
と
し
、
三
教
の
関
係

を
説
く
も
の
。
古
く
は
慈
遍
⽝
旧
事
本
紀
玄
義
⽞
や
智
円
⽝
鼻
帰
書
⽞

（
正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
成
立
）
に
見
え
、
ま
た
相
阿
⽝
国
阿
上
人
絵

伝
⽞（
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）
以
降
成
立
）
で
は
兼
倶
の
場
合
と
同

様
、
聖
徳
太
子
に
仮
託
さ
れ
た
形
で
説
か
れ
る
（
森
瑞
枝
⽛
吉
田
神
道

の
根
本
枝
葉
花
実
説
再
考
⽜（
伊
藤
聡
編
⽝
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世

界
⽞
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
）。
な
お
兼
倶
の
⽝
神
代
巻
抄
⽞
で

は
、
枝
葉
に
あ
た
る
も
の
を
⽛
儒
教
⽜
で
は
な
く
⽛
文
字
⽜
と
す
る
例

（
九
九
頁
）
が
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
兼
倶
が
三
国
世
界
を
繋
ぐ
も
の
と
し

て
文
字
（
漢
字
）
を
捉
え
る
こ
と
と
関
係
す
る
。
金
沢
英
之
、
注
22
前

掲
論
文
、
二
八
三
頁
参
照
）。

（
25
）
中
臣
祓
の
講
義
で
⽛
聖
徳
太
子
尺
云
、
祓
者
、
言
語
ノ
最
長
、
諸
法
ノ

心
地
、
万
行
ノ
源
也
、
文

、
是
、
祓
ノ
抄
ノ
名
文
也
⽜（
明
応
四
年
月
舟

寿
桂
聞
書
⽝
中
臣
祓
抄
⽞。
引
用
は
⽝
神
道
大
系
⽞
古
典
註
釈
編
八

中

臣
祓
註
釈
に
よ
る
）
と
言
う
な
ど
、
兼
倶
が
自
ら
の
主
張
し
た
い
こ
と

を
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
た
形
で
説
く
例
は
根
葉
花
実
説
の
他
に
も
存
在

す
る
。

（
26
）
兼
倶
講
で
は
神
代
巻
下
巻
の
注
釈
の
最
初
に
一
か
ら
十
ま
で
の
数
字
の

意
味
の
解
説
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
も
聖
徳
太
子
に
仮
託
さ
れ
た

言
説
が
登
場
す
る
（⽛
…
…
サ
テ
土
字
ハ
、
十
ニ
一
ヲ
加
ゾ
。
太
子
ノ
沙

汰
ア
ル
コ
ト
ゾ
⽜（⽝
神
書
聞
塵
⽞
一
〇
〇
頁
））。
そ
れ
が
⽝
神
代
巻
抄
⽞

で
は
⽛
…
…
故
ニ
十
字
ニ
加
二
一
字
一
、
為
ニ
土
字
一
也
、
此
ハ
、
先
代

旧
事
本
紀
之
義
也
⽜（
一
九
一
頁
）
と
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、〈
聖
徳

太
子
の
説
〉と
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
が
他
方
で〈⽝
旧
事
本
紀
⽞の
説
〉

と
し
て
も
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
実
際
の
⽝
旧
事
本
紀
⽞
に
そ
の

よ
う
な
記
述
は
な
い
）。

（
27
）
こ
の
成
立
論
的
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
存
在
に
つ
い
て
は
、徳
盛
誠
、

注
21
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。
記
述
の
矛
盾
の
類
に
関
し
て
は
、
視
点
の

異
な
る
複
数
の
神
々
に
よ
る⽛
神
語
⽜で
あ
る
か
ら
異
な
る
表
現
に
な
っ

て
い
る
、
と
兼
倶
が
説
明
す
る
場
合
も
あ
る
（
同
論
文
、
六
二
頁
）。

（
28
）
本
文
の
説
（
最
初
に
生
ま
れ
た
神
は
国
常
立
尊
）
と
は
異
な
る
、
国
常

立
尊
よ
り
先
に
可
美
葦
牙
彦
舅
尊
が
化
生
し
た
と
す
る
記
述
を⽛
不
審
⽜

と
し
た
上
で
、
そ
れ
を
聖
徳
太
子
が
理
解
の
一
助
と
し
て
挿
入
し
た
も

の
と
す
る
。
徳
盛
誠
、
注
21
前
掲
論
文
、
六
三
頁
参
照
。

（
29
）
こ
の
箇
所
は
小
林
千
草
氏
に
よ
り
横
川
景
三
の
聞
書
に
あ
た
る
と
判
定
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さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
述
べ
る
⽝
日
本
書
紀
桃
源
抄
⽞
の
⽛
天
火
明
命
⽜

を
め
ぐ
る
注
釈
の
内
容
に
つ
い
て
は
、小
林
千
草⽛〈
日
本
書
紀
桃
源
抄
〉

（
一
）
─
あ
る
抄
文
群
の
性
格

─
⽜、
同
⽛
兼
倶
自
筆
本
の
成
立
と

⽝
幻
抄
⽞
─
兼
倶
系
日
本
書
紀
抄
諸
本
概
説

─
⽜（⽝
日
本
書
紀
抄

の
国
語
学
的
研
究
⽞
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
）
に
詳
し
い
。

（
30
）
⽝
日
本
書
紀
桃
源
抄
⽞
の
引
用
は
大
塚
光
信
編
⽝
続
抄
物
資
料
集
成
第
九

巻

日
本
書
紀
兼
倶
抄

日
本
書
紀
桃
源
抄
⽞（
清
文
堂
出
版
、
一
九
八

一
年
）
に
よ
り
、
私
に
句
読
点
、
濁
点
、
傍
線
を
付
し
た
。

（
31
）
⽝
神
書
聞
塵
⽞
の
⽛
タ
ク
ラ
氏
⽜
も
工
造
連
（
タ
ク
ミ
ノ
ム
ラ
ジ
）
の
意

か
。

（
32
）
天
照
国
照
彦
天
火
明
櫛
玉
饒
速
日
尊
が
瓊
瓊
杵
尊
の
兄
で
あ
る
こ
と
は

⽝
旧
事
本
紀
⽞
巻
第
三
天
神
本
紀
に
載
り
、
瓊
瓊
杵
尊
の
子
・
火
明
命
が

工
造
の
祖
で
あ
る
こ
と
は
巻
第
六
皇
孫
本
紀
に
載
る
。

（
33
）
⽝
古
事
記
⽞
は
⽝
神
代
巻
抄
⽞
で
は
一
例
も
参
照
例
が
な
い
。⽝
神
書
聞

塵
⽞
で
は
天
御
中
主
神
に
つ
い
て
⽛
古
事
記
ニ
、
天
ノ
別
神
ト
云
ハ
ゾ
⽜

（
二
二
頁
）、
保
食
神
に
つ
い
て
⽛
古
事
記
ニ
ハ
、
ミ
ケ
モ
チ
ノ
神
ト
、

保
食
神
ト
同
ゾ
⽜（
六
五
頁
）
と
あ
る
二
例
が
単
独
の
参
照
例
で
、
他
に

は
【
表
⚑
】
⑥
に
あ
る
通
り
、⽝
旧
事
本
紀
⽞
と
と
も
に
書
名
が
出
る
箇

所
が
一
例
あ
る
程
度
で
あ
る
。⽝
古
語
拾
遺
⽞
に
つ
い
て
は
、⽝
神
代
巻

抄
⽞⽝
神
書
聞
塵
⽞
と
も
に
参
照
例
は
確
認
で
き
な
い
。

（
34
）
建
御
名
方
神
の
名
の
⽛
方
⽜
の
部
分
は
、
兼
倶
講
の
聞
書
で
は
⽛
刀
⽜

あ
る
い
は
⽛
力
⽜
と
し
て
書
か
れ
る
（⽝
神
代
巻
抄
⽞
で
は
⽛
建
御
名
力

命
⽜）。
諏
訪
社
の
神
の
名
は
⽝
諸
国
一
宮
神
名
帳
⽞（
卜
部
宿
禰
奥
書
。

応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
以
前
成
立
）
に
は
⽛
健
御
名
力
命
⽜、⽝
大
日

本
国
一
宮
記
⽞
に
は
⽛
建
御
名
刀
命
⽜
と
あ
り
、
卜
部
氏
・
吉
田
家
に

は
神
名
の
⽛
方
⽜
を
⽛
刀
⽜
あ
る
い
は
⽛
力
⽜
と
す
る
伝
え
が
存
在
し

た
よ
う
で
あ
る
（⽝
諸
国
一
宮
神
名
帳
⽞⽝
大
日
本
国
一
宮
記
⽞
は
⽝
続

神
道
大
系
⽞
神
社
編

総
記
一
所
収
）。

（
35
）
鎌
田
純
一
、
注
⚑
前
掲
書
、
一
四
六
頁
。

（
36
）
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
引
用
は
⽝
日
本
古
典
文
学
大
系
⽞
に
よ
る
。

（
37
）
円
頓
坊
尊
海
（
一
二
五
三
～
一
三
三
二
）
の
⽝
即
位
法
門
⽞
に
は
、⽛
輙

防
ノ
大
明
神
⽜
が
山
王
の
三
男
で
あ
る
自
分
こ
そ
日
本
国
を
支
配
す
る

権
利
が
あ
る
と
主
張
し
て
天
照
大
神
と
戦
う
も
劣
勢
と
な
り
、
信
濃
国

だ
け
を
貰
い
受
け
る
こ
と
を
提
案
し
て
降
伏
し
た
、
と
い
う
話
が
あ
り

（
阿
部
泰
郎
⽛
慈
童
の
誕
生

─
天
台
即
位
法
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

─
⽜（⽝
中
世
日
本
の
王
権
神
話
⽞
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇

年
）
一
〇
四
頁
参
照
）、
ま
た
春
瑜
本
⽝
日
本
書
紀
私
見
聞
⽞（
応
永
三

十
三
年
（
一
四
二
六
）
頃
写
）
に
も
⽝
即
位
法
門
⽞
か
ら
引
か
れ
た
ほ

ぼ
同
文
の
記
事
が
存
在
す
る
（
同
論
文
、
一
〇
八
頁
）。
こ
れ
は
⑮
〈
国

譲
り
〉
の
諏
訪
郡
に
関
す
る
交
渉
の
部
分
と
や
や
類
似
す
る
点
が
あ
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
兼
倶
は
⽝
日
本
書
紀
⽞
の
文
脈
に
合
わ
せ
て

い
く
中
で
、
先
行
す
る
そ
の
よ
う
な
話
の
要
素
も
取
り
入
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。

（
38
）
な
お
、⽝
神
代
巻
抄
⽞
に
な
い
⑨
〈
因
幡
の
素
兎
〉（⽝
神
書
聞
塵
⽞
九
一

頁
）
も
長
文
の
引
用
が
行
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
元

の
⽝
旧
事
本
紀
⽞
で
は
大
己
貴
神
が
兄
の
事
八
十
神
に
憎
ま
れ
二
度
殺

害
さ
れ
た
と
さ
れ
る
箇
所
が
、⽛
事
八
十
ノ
、
弟
ヲ
殺
サ
ウ
ト
セ
ラ
レ
タ

ニ
、
兎
ガ
蛇
ノ
ヒ
レ
ヲ
マ
イ
シ
テ
、
マ
ジ
ナ
フ
ヤ
ウ
ヲ
教
申
タ
ホ
ド
ニ
、
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事
八
十
ノ
神
ノ
、
ヨ
リ
ツ
カ
レ
ヌ
ゾ
。
薬
ト
モ
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ト
云
証
拠

ゾ
⽜（
事
八
十
神
に
命
を
狙
わ
れ
た
大
己
貴
神
は
、
助
け
た
兎
に
ま
じ
な

い
を
教
え
ら
れ
て
事
八
十
神
を
近
づ
け
な
く
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
）

と
い
う
も
の
に
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

相
違
点
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
⑨〈
因
幡
の
素
兎
〉
が
大
己
貴
神
が
医

薬
の
神
で
あ
る
と
す
る
箇
所
の
注
釈
で
あ
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
大
己

貴
神
が
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
展
開
が
医
薬
の
神
と
し
て
相
応
し
く

な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
39
）
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
三
十
一
巻
本
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）

に
七
十
二
巻
本
が
出
版
さ
れ
た
。
伊
勢
神
宮
と
そ
の
別
宮
・
伊
雑
宮
の

争
論
を
引
き
起
こ
し
絶
版
・
禁
書
と
な
り
な
が
ら
も
広
く
影
響
力
を

持
っ
た
偽
書
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
40
）
河
野
省
三
⽝
近
世
神
道
教
化
の
研
究
⽞（
宗
教
研
究
室
、
一
九
五
五
年
）

二
〇
・
二
一
頁
。

（
41
）
⽝
本
朝
神
社
考
⽞
の
引
用
は
⽝
神
道
大
系
⽞
論
説
編
二
十

藤
原
惺
窩
・

林
羅
山
に
よ
る
。

（
42
）
野
上
潤
一
⽛
林
羅
山
⽝
本
朝
神
社
考
⽞
の
清
原
宣
賢
⽝
日
本
書
紀
抄
⽞

利
用
に
関
す
る
基
礎
的
検
討

─
羅
山
の
学
問
と
近
世
初
期
神
道
学

史
の
一
隅
を
め
ぐ
っ
て

─
⽜（⽝
古
代
中
世
文
学
論
考
⽞第
三
十
二
集
、

二
〇
一
五
年
十
月
）
二
三
五
・
二
三
六
頁
。

（
43
）
こ
の
⽝
本
朝
神
社
考
⽞
を
中
心
と
す
る
神
話
テ
ク
ス
ト
の
受
容
・
流
通

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
44
）
こ
う
し
た
現
代
の
神
話
研
究
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
神
野
志
隆

光
⽝
古
事
記
と
日
本
書
紀
⽞（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
参
照
。

〈
付
記
〉

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
、
課
題
番
号
20J11361）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ま
え
だ

り
ょ
う
た
ろ
う
・
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）




